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1記号と定義   

1 叫（1≦よ≦几）は正の定数（重み）  

2 9（Ⅹ）＝吉∑こ1ほ）2  2乗平均  

3 m（Ⅹ）＝吉∑こ1計  平均   

4 1〃（Ⅹ，Å）＝9（Ⅹ）－2入m（Ⅹ）   

5  v（Ⅹ）＝9（x）－m2（x） 分散   

6 1〃max＝maX（ひ1，…，礼㌦）   

7 1〃mi。＝min（叫，．‥ルル）  

以下，ひmax≠ひminと仮定する．   

8  分散最小化問題（P）  

minγ（x） £・f・  

。‘＝Ⅳ  
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ごi≧0（1≦i≦几）integer  
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几t〃汀＝＝  
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1
 
1
 
 入8＝慧た  

平面m－9を考える．ある実行可能解Ⅹに対して，点ズ＝ズ（mズ，9ズ）を定める．  

mズ＝m（Ⅹ）， 9ズ＝9（Ⅹ）   

12 平面m－9上の任意の点yに対して  

エ（y）＝9y－mを  

を定める．  

2 アルゴリズム  

1 点Aとβを定める   

2 J（A）とJ（β）の交点ガを求める   

3  ヱ）＝（△A打β）と置く   

4  ぴ＝mh（γ（ⅩA），γ（xβ））   

5  r＝（Uを与える点）   

6  上）＝か－（△A〟月）   

7  げ U＞エ（g）拍Jn   

8   入c＝を（Aβの傾き）とおきひ（Ⅹ，入c）を最小にする点Cを求める  
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9  ぴ＝mh（坊γ（Ⅹc））  

10  r＝（ぴを与える点）  

11J（A）とJ（C），J岬）とJド）の交点J，Jをそれぞれ求める  

12  げU＞エ（J）血nβ＝β∪（△AJC）  

げぴ＞エ（J）i鳥enβ＝β∪（△CJβ）  

eIl瑚  

13 げβ＝¢ iんe†l  

rを出力  

eJβe  

かの中の一要素を選びそれを △Aガ月としてステップ6へもどる  

e乃瑚  

3 計算結果  

様々な変数の数几および資源の総数Ⅳに対して計算を試みた．各犯－Ⅳに対する数値はランダムに作成  

された1000題の平均値で何回ひ（Ⅹ，Å）の最小化を試みたかを示している．  
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